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哲
攣
研
霧
　
鑛
二
陸
一
麟

　
　
　
十
九
嚢
紀
後
孚
に
於
け
る
倫
理
學
説

三
六

の
嚢
達

中
　
島
　
　
力
　
造

　
本
日
余
の
こ
㌔
に
述
べ
ん
と
す
る
題
目
は
、
『
十
九
投
縄
後
号
に
於
け
る
倫
理
學
読
の
登
逡
』
と

い
ふ
極
あ
て
大
な
る
問
題
で
あ
る
。
何
故
に
既
問
題
が
、
そ
れ
膨
大
な
る
問
題
な
る
か
、
と
い
ふ
に

倫
理
學
竜
他
の
精
血
科
學
、
肚
會
科
學
と
耐
油
に
、
十
九
世
紀
後
鼻
に
於
て
、
非
常
な
る
海
沿
を
逮
げ

だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
登
達
の
主
要
な
る
原
因
は
、
直
接
に
は
．
倫
理
學
の
墓
礎
科
學
た
る
．
心
理
學
、
祉

會
學
が
、
大
な
る
畿
達
を
な
し
た
る
事
、
問
接
に
は
、
自
然
科
學
、
物
理
馬
入
の
螢
逮
及
び
、
そ
れ
の
、
鷹
用

の
普
及
の
結
果
、
倫
理
學
読
に
も
種
々
な
る
影
響
を
興
へ
衆
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
今
此
等
の
關
係

事
情
に
語
う
て
、
根
本
的
に
説
蓮
す
る
こ
と
は
、
此
の
短
時
問
に
於
て
は
、
到
底
不
可
能
．
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
こ
、
に
は
、
唯
だ
倫
理
學
読
そ
の
竜
の
㌧
上
に
現
は
れ
π
る
獲
動
に
つ
き
て
の
み
蓮
ぶ
る

に
止
め
や
う
と
思
ふ
。
　
而
て
、
こ
の
倫
理
二
業
上
に
現
は
れ
π
る
鍵
動
竜
、
非
常
に
種
々
な
る
方
面

に
亘
っ
て
居
ウ
、
從
っ
て
こ
れ
を
ぱ
、
抽
象
的
に
問
題
門
々
に
就
き
て
蓮
ぶ
る
は
、
絵
ウ
に
抽
象
に
失



　
し
て
、
了
解
を
妨
ぐ
る
こ
こ
、
愚
ふ
故
、
な
る
べ
く
子
息
的
に
、
十
九
世
紀
後
孚
に
於
け
る
主
要
な
る

　
學
者
を
ば
順
次
に
墨
げ
て
、
そ
れ
の
著
作
と
思
想
と
の
概
要
を
蓮
べ
、
最
後
に
、
之
を
綜
合
し
て
、
大
膿

　
如
何
な
る
倫
理
學
説
が
、
＋
九
世
紀
後
孚
に
現
は
れ
た
る
か
、
そ
の
特
色
及
び
そ
れ
の
影
纏
は
如
何
、

　
と
い
ふ
乙
と
を
ば
述
べ
て
見
π
い
と
患
ぷ
。

　
　
今
先
づ
如
何
な
る
學
者
が
、
十
九
世
紀
禁
野
に
於
け
る
、
勢
至
猫
の
三
國
に
於
て
現
は
れ
陀
る
か
、

　
ど
言
ふ
に
、
第
一
に
、
英
國
に
て
は
、
大
膿
こ
れ
を
．
三
つ
の
學
涙
に
分
ち
て
考
ふ
る
こ
と
が
出
吊
る
。

　
即
ち
一
は
、
英
國
在
來
の
経
験
渡
で
、
こ
れ
は
、
ミ
ル
、
シ
ヂ
凱
ヰ
ッ
ク
、
ス
ペ
ン
ナ
婁
、
ス
タ
イ
！
プ
ン
、
ハ
ッ
ク
ス
レ

　
｝
等
に
よ
う
て
代
表
せ
ら
れ
、
次
は
．
こ
の
，
経
験
派
の
反
動
と
し
て
生
れ
た
る
薪
カ
ン
ト
涙
で
、
か
の

　
ブ
ラ
ッ
ド
レ
～
、
グ
リ
罫
、
ソ
、
ヴ
ャ
「
ボ
兄
弟
、
ワ
レ
；
ス
等
は
こ
れ
に
属
す
る
。
（
但
し
ケ
㍗
貰
ボ
、
ワ
レ
3
メ
、

　
に
主
と
し
て
宗
敏
哲
學
や
、
認
識
論
を
論
じ
、
倫
理
に
塾
し
て
は
饒
う
導
べ
て
居
ら
ず
、
）
．
第
三
は
．
英

　
國
輕
験
學
風
の
不
充
分
を
認
め
、
幾
分
関
下
思
想
に
よ
ム
て
こ
れ
を
補
は
ん
と
す
る
竜
．
然
し
か
の

　
新
カ
ン
ト
涙
の
動
く
極
端
な
ら
ず
、
帥
ち
濁
逸
患
想
を
ば
、
ど
こ
ま
で
竜
郷
國
在
來
の
研
究
法
に
依

　
て
考
察
せ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
か
の
蘇
蘭
の
ロ
童
ソ
ー
英
蘭
の
マ
ア
チ
ノ
、
サ
ミ
・
エ
ぞ
ア
レ

　
キ
サ
ン
ダ
τ
、
等
は
、
≧
れ
が
代
表
者
で
あ
る
。
次
に
佛
國
に
果
て
、
倫
理
學
上
に
影
響
を
及
ぼ
し
’
た

覇
垂
謙
る
學
霞
藁
ゆ
ヌ
ビ
エ
・
ζ
『
ギ
亨
友
望
ム
張
の
選
者
の
或
老
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
十
九
世
紀
後
牛
に
一
於
け
る
倫
理
温
品
の
獲
蓬
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
三
’
七



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
二
十
山
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

．
魏
就
申
．
ジ
ャ
ネ
蜜
は
、
佛
囲
折
衷
涙
の
代
表
者
で
、
曜
ヌ
ゼ
エ
は
、
佛
・
國
新
品
ン
》
趨
り
主
要
廃
者
ジ
ィ
す

り
げ
ユ
　
　
　
　
　
ギ

　
　
蛍
ギ
。
ヲ
な
漉
湘
的
態
度
を
と
善
｛
、
佛
と
女
鯛
の
商
を
行
か
ん
と
し
π
．
竃
の
．
で
あ
蚤
。
．
・
最
後

　
　
に
煽
逸
に
於
て
は
，
か
め
ゆ
ト
マ
ソ
、
ヴ
ン
国
ギ
．
チ
キ
、
パ
ウ
戸
ぜ
ン
、
ジ
．
臨
画
等
を
、
＋
九
世
記
後
牛
■

　
　
　
に
於
け
る
倫
理
吉
上
主
妻
昂
る
學
者
と
，
毛
℃
墨
ザ
る
こ
と
が
趣
慮
る
。
、
ゴ
　
　
㍗

　
　
　
冷
翻
つ
℃
、
以
上
爽
青
磁
三
國
に
現
は
れ
π
乃
倫
理
適
者
を
通
論
す
る
に
、
こ
＼
に
先
づ
注
意
せ
．

　
　
ら
る
＼
の
は
、
そ
の
申
に
於
て
、
英
國
の
愚
者
が
、
大
多
数
を
占
め
て
居
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
而

　
　
て
こ
は
蕾
だ
に
．
十
九
世
紀
後
傘
に
於
て
の
み
な
略
「
ず
昌
ナ
八
世
紀
に
於
て
竜
、
十
九
世
紀
二
二
に
於

　
　
て
込
．
二
十
量
紀
に
訟
て
竜
亦
然
る
の
で
あ
る
ゆ
・
之
嫁
果
も
て
如
何
な
ゐ
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ら

　
　
う
か
。
思
ふ
に
．
こ
は
．
雪
丸
倫
理
肇
、
の
適
の
・
牲
質
上
、
此
一
の
如
き
結
集
に
な
つ
カ
の
で
あ
ら

　
　
う
。
元
來
倫
理
學
を
に
智
慧
と
七
斎
究
す
る
嘉
酒
國
に
は
じ
嚢
ゑ
邸
ち
英
黒
人
の
過
者
は
、
．

　
　
㌍
三
δ
腰
ひ
⇔
毎
邑
蕊
O
§
σ
①
と
言
っ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
正
當
で
あ
る
。
・
勿
論
他
の
國
に
於
て
も
、
決
・

　
　
し
て
倫
理
學
を
ば
研
劣
む
な
か
っ
た
、
と
、
云
ふ
の
で
は
な
い
。
然
し
五
慾
等
に
て
は
、
倫
理
學
を
ば
、

　
　
主
と
し
て
、
哲
學
の
一
部
乏
し
て
研
究
し
、
附
し
て
こ
れ
を
ば
濁
立
の
學
と
し
て
研
究
す
、
る
に
至
つ

　
　
虎
の
は
、
近
來
の
こ
と
に
厩
す
る
。
從
て
軍
立
の
科
學
と
し
て
の
倫
理
學
の
研
究
者
が
ふ
佛
猫
㌦
に
少
〔
．

　
　
く
し
系
英
．
煎
多
、
轍
を
潜
む
み
と
い
ふ
こ
之
は
、
自
然
の
結
果
で
あ
る
、
之
云
は
な
け
れ
ば
煮
ら
ぬ
。



　
，
以
・
野
駆
、
次
馬
第
ふ
－
九
世
紀
、
下
塗
に
於
け
．
る
、
莫
佛
獅
め
倫
理
學
唱
詮
声
甲
状
そ
の
、
畿
展
の
・
概
、
要
を
ぱ
n
辿
り

　
・
て
見
や
う
、
と
思
ム
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
］
　
英
、
國
に
於
け
る
倫
理
學
説
の
掃
海
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
ジ
週
ン
、
ス
チ
、
ア
ア
ト
．
臓
ル
、
（
雪
。
，
・
藁
葺
。
。
8
｛
同
。
。
尋

　
　
第
謡
に
蓮
。
へ
，
喚
け
れ
ば
准
ら
澱
め
ば
き
こ
の
穿
田
，
ン
・
ス
チ
，
ユ
、
ア
μ
ピ
・
ミ
．
川
、
で
あ
る
。
．
彼
れ
は
極
め

　
七
博
、
學
、
の
人
で
、
そ
の
倫
理
學
上
の
主
著
、
d
爵
霧
冨
麗
筆
（
H
Q
◎
岳
）
の
外
に
、
有
名
な
る
、
、
ビ
轟
8
が
あ
る
。

　
そ
の
他
界
濟
學
、
政
治
學
に
關
す
る
著
書
竜
あ
る
。
・
彼
れ
が
そ
の
d
農
9
瓢
鶏
謎
㌫
を
ば
公
に
す
る

　
た
・
至
つ
．
差
臼
的
ぽ
、
主
と
し
て
．
か
の
べ
ン
ザ
ム
の
功
利
論
を
ば
修
正
事
事
し
、
而
し
て
、
こ
れ
に
よ
蚕

　
℃
功
利
説
に
野
・
す
る
直
．
畳
涙
め
攻
盤
に
容
ふ
る
と
い
ふ
≧
と
で
あ
っ
π
。
　
元
來
、
ペ
ン
ザ
ム
ば
、
法

　
理
，
學
者
て
、
哲
學
上
め
．
知
識
に
は
除
う
深
か
ら
ず
、
從
て
典
倫
理
學
上
の
．
原
理
と
な
せ
る
、
最
大
多
撒

　
の
最
大
幸
輻
、
（
目
6
α
。
哩
婁
。
。
・
謬
ε
讐
・
醸
曽
窪
ち
σ
・
曇
奮
ご
毎
巳
・
9
．
・
）
と
い
ふ
概
念
も
．
そ
の
根
嬢
が
、
充
分

　
徹
底
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
居
な
か
っ
た
。
即
ち
第
繭
に
は
．
そ
の
心
理
學
的
基
礎
が
確
立
し
で

　
居
な
い
。
彼
れ
は
、
凡
て
入
類
は
．
快
．
苦
に
依
て
動
か
さ
れ
居
る
慮
の
利
己
的
生
物
で
あ
る
、
と
設
く

趨
と
典
に
、
他
方
に
於
て
、
最
大
多
数
の
最
大
坐
閲
を
乗
れ
、
ど
ぎ
翁
他
説
を
に
主
張
し
て
居
る
、
の
で

　
　
　
　
　
十
九
世
　
翻
　
い
後
．
李
に
」
於
・
け
一
る
・
倫
難
墨
ザ
説
の
幣
納
轍
細
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
肉
臨
響
九



　
　
　
　
　
哲
學
－
醗
究
’
第
二
十
一
號
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
O

蝦
あ
る
が
、
如
何
に
し
て
、
こ
の
利
己
的
の
も
の
が
、
か
く
利
他
的
の
行
爲
を
ば
爲
し
得
る
か
、
叉
爲
さ
ざ

　
る
可
か
ら
ぎ
る
か
、
と
い
ぷ
織
に
‘
落
し
て
は
、
充
分
の
読
明
を
與
へ
て
居
な
か
つ
控
。
再
し
て
此
の

　
心
理
學
上
の
欠
隔
を
ば
、
か
の
聯
想
涙
の
心
理
読
に
よ
う
て
補
は
ん
と
せ
る
が
、
か
の
ぜ
ー
ム
ス
・
ミ

　
ル
、
（
影
鍔
霧
㌶
導
一
罵
。
。
山
。
。
。
。
¢
ゐ
）
で
あ
う
、
而
て
更
ら
に
、
そ
の
立
揚
を
徹
底
し
て
、
凡
て
の
道
徳
的
事
象
及

　
び
そ
の
登
蓮
を
ば
、
親
念
聯
合
と
い
ぶ
概
念
に
よ
う
て
詮
明
し
、
叉
ベ
ン
ザ
ム
の
量
的
快
樂
読
を
ば

　
改
造
し
て
、
質
的
快
樂
説
と
な
し
、
こ
れ
に
晒
し
て
一
佐
確
實
な
る
心
理
的
基
礎
を
興
ふ
る
と
共
に
、

　
又
ζ
れ
に
よ
ム
て
、
當
蒔
倫
理
鞍
上
の
主
要
問
題
た
参
し
、
善
悪
の
標
準
、
と
い
ふ
乙
と
に
關
す
る
直

　
壁
涙
と
功
利
涙
と
の
論
璽
、
殊
に
直
畳
涙
の
主
審
ヒ
ュ
町
エ
ア
の
功
利
説
に
封
ず
る
攻
撃
に
翻
し
て

　
答
へ
ん
と
し
控
る
が
、
郎
ち
ビ
の
ぜ
君
み
ぞ
ミ
ル
の
子
な
る
ジ
ョ
ン
・
ス
乎
ユ
言
ア
ル
ト
・
ミ
ル
、
で
あ
っ

　
π
の
で
あ
る
。
然
し
翻
っ
て
考
ふ
る
に
、
彼
れ
の
功
利
論
は
，
そ
れ
に
竜
か
＼
は
ら
ず
、
幾
多
の
矛
眉

　
を
含
む
で
居
る
と
共
に
．
叉
そ
は
種
々
な
る
織
に
於
て
、
直
畳
読
に
譲
歩
し
て
居
る
、
と
言
ぽ
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
ば
な
ら
澱
。
郎
、
第
一
に
彼
れ
が
、
快
樂
に
量
の
差
の
み
な
ら
ず
、
質
の
差
を
竜
許
し
π
る
こ
と
は
、
或

　
る
意
味
に
於
て
、
巳
に
快
々
説
を
去
ム
て
、
直
細
説
に
近
づ
き
π
る
竜
の
、
と
見
る
こ
と
が
出
家
る
し
、

　
叉
彼
れ
が
公
正
（
Q
蓄
藷
Φ
）
の
前
念
を
認
あ
、
翻
れ
に
亡
し
て
、
心
理
的
南
明
を
奥
へ
ん
と
企
て
掩
る
こ

　
と
竜
、
控
し
か
に
直
豊
涙
に
灘
す
る
一
壷
歩
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
顧
。
然
し
か
く
彼
れ
が
直
畳



　
涙
に
虚
し
て
譲
歩
し
あ
る
に
竜
か
㌧
は
ら
ず
、
彼
れ
一
涙
の
功
利
説
に
封
ず
る
上
畳
涙
よ
ム
の
攻

　
撃
は
毫
も
止
ま
な
か
っ
た
。
「
而
し
て
、
こ
㌧
に
、
更
ら
に
一
呑
直
畳
涙
に
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
う
て
、

　
功
利
詮
と
心
念
読
と
の
調
和
を
は
か
ら
む
と
し
π
る
竜
の
は
即
か
の
シ
ヂ
軍
ヅ
ク
で
あ
っ
π
の
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
　
シ
ヂ
ュ
ヰ
野
ク
、
（
◎
自
雛
σ
◎
惹
。
犀
レ
G
◎
Q
◎
Q
O
レ
G
O
り
O
）

　
．
彼
は
英
國
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
憲
の
…
敏
授
で
、
そ
の
倫
理
磁
心
の
主
薯
…
は
、
邸
か
の
渚
Φ
夢
。
翻
。
幽
図
σ
ぽ
。
。
α

　
（
μ
G
。
謡
）
で
あ
る
。
其
の
他
経
東
海
、
政
治
學
、
哲
學
等
に
議
す
る
著
書
竜
あ
る
。
彼
れ
の
此
の
倫
理
學

　
書
は
、
か
の
グ
リ
君
ン
の
国
良
Φ
σ
9
。
彫
Φ
髭
8
津
繧
＄
と
共
に
、
十
九
世
紀
に
於
℃
世
に
現
は
れ
し
、
倫
理

　
器
品
二
尊
も
大
な
る
影
響
を
燈
に
與
へ
禿
竜
の
と
稔
せ
ら
れ
る
。
而
て
こ
は
『
倫
理
學
設
批
鋼
』
と

　
し
て
我
國
に
竜
翻
謬
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
彼
れ
の
倫
理
説
は
、
前
述
の
如
く
、
か
の
べ
ン
ザ
ム
、
ミ
ア
等
の
功
利
読
の
輕
験
論
を
ば
一
罪
修
正

　
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て
、
功
利
説
と
置
畳
読
と
の
調
和
を
圖
ら
む
と
し
禿
る
竜
の
で
あ
る
。
帥
ち
彼

　
れ
に
よ
れ
ば
．
滋
雲
上
の
或
観
念
は
、
生
得
的
に
吾
入
に
具
有
せ
ら
る
㌧
の
で
、
決
し
て
、
か
の
r
聯
想
派

　
の
主
張
す
る
如
く
経
験
の
み
よ
ム
し
て
來
ウ
し
竜
．
の
で
は
獄
い
。
例
へ
ば
、
か
の
公
正
（
零
雨
8
）
仁

獅
愛
重
。
喜
量
の
原
理
の
如
き
は
、
Z
れ
で
あ
る
・
課
し
て
ビ
れ
や
が
て
展
れ
の
立
脚
地
が
合
理

　
　
　
　
　
＋
九
世
紀
後
牛
、
に
於
け
畜
倫
理
攣
説
の
襲
翠
、
、
・
、
、
㌃
．
－
　
遣
四
一
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習
愚
醗
究
　
　
第
二
十
一
麟
ド
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭
二

的
功
利
説
（
自
註
8
己
麟
窪
券
哩
蜜
溢
旦
叉
は
、
直
感
的
功
利
説
（
凶
⇔
貯
注
ぎ
毎
ま
毘
・
瓦
馨
）
と
馴
せ
ら
る
㌧

所
以
で
あ
る
。
然
し
彼
れ
が
か
く
道
徳
の
直
畳
的
要
素
を
認
め
て
、
功
利
説
を
ば
除
毛
合
理
的
の

竜
の
と
な
し
、
或
る
織
ま
で
、
直
畳
説
と
功
利
読
と
の
調
和
を
垂
う
し
得
る
に
か
、
は
ら
ず
、
彼
れ
の

倫
理
學
説
に
壊
し
て
は
、
種
々
な
る
方
面
よ
6
’
し
て
慰
楽
が
起
っ
て
來
た
。
而
て
今
そ
の
理
歯
の

主
な
る
竜
の
を
考
へ
て
見
る
に
、
第
圃
に
は
彼
れ
が
、
か
の
…
進
化
論
と
倫
理
學
と
の
關
係
を
ぱ
飴
ム

に
輕
観
し
過
ぎ
π
、
と
云
ぶ
ε
、
帥
ち
彼
れ
は
、
良
心
の
起
源
及
び
平
磯
達
と
い
ふ
こ
と
に
醸
し
て
進

化
論
の
興
ふ
る
無
明
は
、
倫
理
學
詮
そ
の
も
の
に
澄
し
て
、
細
意
稀
な
る
影
響
を
奥
ふ
る
も
の
に
非

ず
、
と
な
し
て
．
殆
ど
認
れ
を
ば
顧
み
な
か
つ
控
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
彼
れ
は
叉
、
一
生
就
會
學

を
ぱ
嚴
密
な
「
る
猫
立
科
學
と
し
て
認
あ
ず
、
從
っ
て
由
れ
と
倫
理
學
と
の
醐
係
を
ぽ
、
籐
う
重
要
親

し
な
か
つ
授
、
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。
而
て
こ
は
、
此
の
新
興
科
學
に
封
ず
る
當
時
轡
般
學
界
の
關

心
に
反
す
る
態
度
で
あ
っ
差
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
（
彼
れ
は
政
治
上
に
て
は
全
く
英
國
在
來
の

古
風
な
る
個
入
主
義
を
と
ウ
ご
生
動
れ
を
ば
棄
て
な
か
っ
た
と
云
ム
こ
と
で
あ
る
。
而
て
乙
れ

奄
亦
彼
れ
が
一
般
學
界
の
反
封
を
招
い
だ
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
此
く
の
如
く
彼
れ
の
倫
理
読

の
弱
冠
は
、
主
と
し
て
．
彼
れ
の
、
進
化
論
及
び
肚
會
學
の
輕
視
と
、
彼
れ
の
個
人
主
義
と
い
ふ
こ
と
に

あ
っ
控
の
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
進
化
論
や
駈
會
學
は
、
次
第
に
一
般
學
界
に
認
容
せ
ら
れ
、
こ
れ
と



　
　
共
に
、
倫
理
二
上
の
問
題
そ
の
竜
の
も
次
・
第
に
礎
っ
て
來
詑
。
郎
ち
前
面
竜
述
べ
禿
る
如
く
從
・
來

　
倫
理
學
上
め
主
要
．
問
題
は
多
く
姜
悪
の
標
準
と
い
ふ
こ
と
で
、
、
而
セ
ジ
ヂ
ュ
ヰ
．
ク
の
如
き
も
主
と

　
、
し
「
て
こ
れ
が
批
到
を
試
み
π
の
で
あ
る
が
、
か
の
弱
化
論
め
普
及
に
つ
れ
て
．
良
心
の
起
源
と
い
ぶ

　
之
差
が
、
そ
の
三
論
無
題
の
“
と
な
り
て
來
禿
。
・
部
ち
吾
入
の
善
悪
を
「
鋼
試
す
る
良
心
は
、
果
し
て
、

　
生
得
的
な
る
か
、
叉
は
経
鹸
的
な
る
か
、
と
い
ふ
問
題
こ
れ
で
あ
」
灘
。
、
、
而
て
寮
の
直
宮
派
は
、
こ
れ
を

　
ば
、
生
得
的
な
ウ
、
と
す
る
に
反
し
、
功
利
涙
は
、
そ
の
聯
想
學
涙
の
立
脚
地
よ
う
し
て
、
こ
れ
を
ば
脛
験

　
歪
な
参
と
し
て
、
そ
の
間
の
論
箏
が
次
・
第
に
烈
し
く
な
っ
た
。
此
め
周
題
に
下
し
、
か
の
シ
ヂ
ュ
ヰ
ッ

　
ク
と
ば
反
野
に
、
ど
こ
ま
で
竜
進
化
の
立
揚
よ
ウ
し
て
、
こ
れ
に
、
解
決
を
ば
與
へ
ん
と
し
π
る
竜
の

　
は
．
郎
．
ち
メ
ド
ペ
シ
ず
置
，
．
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
ス
ペ
ン
サ
3
、
（
面
Q
℃
O
謬
O
①
ざ
μ
G
◎
b
ゆ
O
一
同
り
O
蟷
Q
し

　
　
彼
は
倫
理
學
を
ば
．
宗
敏
、
形
而
上
學
等
よ
・
9
離
れ
、
主
と
し
て
、
生
物
學
疵
會
學
の
墓
礎
の
上
に
、
濁

　
立
な
る
學
と
し
て
打
建
て
ん
と
し
た
。
而
し
て
彼
れ
の
所
謂
綜
合
哲
學
（
ω
恩
貸
Φ
9
嘗
臼
。
薄
恥
｝
団
）
の

　
最
終
の
目
的
は
、
實
に
こ
の
科
學
と
も
て
の
倫
理
學
の
建
設
と
い
ふ
と
に
あ
っ
π
の
で
る
。
」
即
ち

　
彼
れ
の
倫
理
學
原
理
．
（
田
η
貫
9
鳳
Φ
○
や
馬
鐸
凶
室
い
お
お
点
G
。
q
。
。
。
）
は
、
そ
の
綜
脊
哲
學
の
第
五
部
瀞
即
ち
最
絡
編

ア
螂
　
之
も
イ
卍
慢
奪
出
で
、
居
る
。
」
面
㌻
て
搾
れ
、
の
「
蹄
分
を
爲
．
せ
る
、
⇔
瀞
嘗
息
掴
鉱
げ
＄
（
ド
G
。
お
）
及
㍗
ぴ
魯
ω
籔
⑦

　
　
　
　
・
、
心
門
三
三
紀
後
牛
顧
於
け
み
倫
理
細
説
の
畿
漉
　
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
闘
・
三



　
　
　
　
　
臨
學
研
嶽
第
二
＋
一
號
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
爾

螂
（
一
。
。
8
は
、
彼
か
健
康
を
害
し
て
、
到
底
そ
の
倫
理
學
原
理
の
完
成
を
全
う
す
る
こ
と
を
得
ざ
乃
可
き

ユ

　
を
思
ひ
、
病
苦
そ
の
他
種
々
な
る
生
活
上
の
困
難
と
載
ひ
な
が
ら
、
勿
忙
の
問
に
書
き
上
げ
π
る
彼

　
．
れ
の
心
血
の
結
晶
で
あ
る
。
吾
人
、
一
度
彼
れ
の
自
叙
傳
を
息
み
て
當
時
の
彼
れ
の
境
遇
を
ば
想

　
見
す
る
時
、
如
何
に
し
て
竜
彼
れ
の
倫
理
論
説
に
饗
し
て
、
冷
や
か
な
る
徹
底
的
の
批
到
を
ば
、
加
ふ

　
る
に
恩
ぴ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
前
き
に
玉
壷
べ
た
る
如
く
彼
れ
の
倫
理
學
の
目
的
は
、
…
進
化
論
の
立
脚
地
よ
ム
し
て
、
か
の
直
畳

　
論
と
功
利
詮
と
を
ば
綜
合
調
和
す
る
．
と
云
ふ
乙
と
で
あ
っ
た
。
先
づ
良
心
起
源
の
問
題
に
閉
し

　
て
は
、
彼
れ
は
從
來
の
聯
想
詮
の
立
場
を
棄
て
㌦
道
徳
の
先
天
的
要
素
を
ば
認
め
π
。
　
而
て
此
の

　
織
に
於
て
彼
れ
は
、
か
の
古
畳
説
と
握
手
し
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
先
天
的
要
素
は
．
彼
れ
に

　
あ
ウ
て
は
、
決
し
て
絶
封
的
の
竜
の
に
非
ず
し
て
こ
は
種
族
の
経
験
を
ば
集
積
せ
る
結
果
と
し
て

　
生
じ
π
る
竜
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
れ
を
個
入
よ
・
9
、
見
れ
ば
、
こ
は
先
天
的
な
る
も
、
こ
れ
を
種

　
族
よ
蚤
見
れ
ば
、
後
天
的
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
蔀
ち
此
の
織
に
於
て
、
彼
は
ど
こ
ま
で
も
、
功

　
利
涙
の
経
験
読
を
ば
維
持
し
て
居
る
、
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
次
に
彼
は
、
ベ
ン
ザ
ム
黒
門
、
吾

　
木
の
行
爲
は
、
凡
て
快
不
快
の
威
情
に
よ
ウ
て
支
配
ぜ
ら
る
、
と
い
ふ
附
言
論
二
心
理
説
（
富
鋤
8
蓉
こ

　
も
・
、
喜
。
δ
α
・
S
を
ば
改
造
し
て
、
人
間
の
行
爲
の
穏
的
は
決
し
て
輩
な
る
快
樂
の
追
求
と
阿
ふ
如
き
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ζ
と
で
ば
な
い
。
ヒ
は
ど
こ
凌
で
竜
．
生
命
そ
の
竜
の
㌦
幅
と
長
き
と
を
櫓
進
し
自
己
及
試
種
族

の
保
存
進
化
に
資
す
る
、
と
い
ぶ
之
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
か
の
快
樂
の
如
き
は
、
こ
の
生
命
の

籏
張
螢
展
の
結
果
と
し
て
、
自
然
に
得
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
い
て
居
る
。
而
し
て
此
の
織
に
惟

て
、
彼
れ
は
叉
功
利
説
を
ば
出
で
＼
直
鉛
筆
に
近
か
ん
と
し
て
居
る
、
と
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
の
然

し
彼
れ
は
、
政
治
學
上
に
於
て
は
、
か
の
シ
ヂ
筑
ヰ
ッ
ク
と
等
し
く
、
英
國
在
來
の
個
入
主
義
の
立
揚
を

去
ら
な
か
つ
カ
。
而
し
て
佛
國
よ
・
9
し
て
、
薪
た
に
、
か
の
コ
ム
ト
の
學
が
入
ウ
來
る
に
及
び
、
彼
れ
の

主
張
に
起
し
て
は
叉
種
々
な
る
方
面
よ
参
し
て
反
野
説
が
起
っ
て
來
た
。
今
そ
の
申
に
あ
っ
て
、

特
に
彼
れ
の
研
究
｝
法
及
を
の
個
人
主
義
に
反
介
し
て
現
は
れ
控
る
竜
の
は
、
か
の
、
ス
テ
イ
f
ブ
．
ン
、
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鴎
ス
テ
イ
聾
プ
ン
、
（
の
＄
覧
｝
2
】
醤
Q
O
q
っ
b
っ
l
H
⑩
O
み
も

　
彼
の
倫
理
學
上
の
著
書
を
、
の
。
δ
器
㊦
。
』
固
怨
讐
（
同
。
。
。
。
鱒
）
と
云
ふ
。
彼
が
ス
ペ
ン
ず
㌃
の
説
に
反
甥

し
、
こ
れ
を
ば
改
善
せ
ん
と
し
π
る
第
一
の
瓢
は
、
即
ち
ス
ペ
ン
ず
奮
の
研
究
法
に
醸
し
て
で
あ
っ

た
。
彼
れ
に
よ
れ
ば
．
箔
ペ
ン
サ
｝
の
研
究
法
は
、
決
し
て
科
學
的
研
究
法
叉
は
蹄
納
的
研
究
法
に

あ
ら
ず
し
て
、
全
く
哲
學
的
研
究
法
叉
は
演
繹
的
研
究
法
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
れ
は
、
そ
の
進

化
論
上
の
原
理
に
よ
ム
て
、
凡
て
の
痘
毒
蘭
事
象
露
霜
の
機
蓬
を
ば
読
朋
せ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ

　
　
　
　
ナ
九
世
離
後
牛
沁
於
け
る
倫
理
三
重
の
奪
漣
、
　
　
、
，
ド
　
　
　
践
四
既
、



　
　
　
　
・
哲
學
㍉
蘇
究
伝
箪
二
や
二
，
，
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
囁

蜘
蚤
。
心
元
家
、
遣
挙
上
の
事
實
な
る
も
の
鳳
、
全
く
哲
學
上
の
原
理
を
は
な
れ
て
確
實
な
る
竜
の
で
あ

ユ

　
藩
ゆ
，
如
何
な
る
立
脚
地
の
哲
學
訟
を
と
る
竜
．
こ
れ
が
爲
あ
に
、
入
聞
の
當
さ
に
草
す
べ
き
道
徳
そ

　
の
竜
の
は
、
容
易
に
獲
動
ず
る
竜
の
で
は
な
い
。
郎
ち
こ
は
哲
學
詮
に
墓
か
ざ
れ
ば
、
そ
の
確
實
性

　
を
有
し
な
い
、
と
云
ふ
が
如
き
竜
の
で
は
な
い
。
然
る
に
、
ス
ペ
ン
ず
窪
は
、
そ
の
進
化
論
上
の
原
理

　
を
ば
根
櫨
　
と
し
て
、
哲
學
酌
に
申
心
よ
う
外
部
に
進
み
行
く
方
法
を
と
つ
疫
の
で
あ
る
が
、
こ
は
決

　
し
て
走
當
で
は
な
い
。
道
徳
の
研
究
は
如
何
に
し
て
竜
、
外
部
の
濫
徳
的
事
實
そ
の
竜
の
よ
ゑ
出

　
磯
し
て
、
劣
第
に
申
心
に
向
ふ
の
途
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
楓
。
次
に
叉
ス
ペ
ン
ず
霧
は
、
瞭
金
入

　
問
の
魁
會
実
生
活
と
い
ふ
こ
と
に
着
眼
し
た
け
れ
ど
も
，
然
し
彼
れ
の
申
心
観
念
は
、
ど
こ
，
嚢
で
も

　
個
人
主
義
の
立
脚
地
に
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
・
然
し
、
個
入
と
魁
會
と
は
、
決
し
て
軍
な
る
外
部
的
關

　
係
起
立
て
る
蔦
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
乙
嫉
全
く
内
面
的
の
有
機
的
關
係
を
有
す
る
竜
の
で
あ
る
。
・

　
蔀
ち
個
人
は
．
励
會
と
い
ふ
一
機
醐
の
試
器
話
な
る
と
去
は
な
け
れ
、
ば
な
ら
諏
。
從
っ
て
胱
會
の

　
爲
あ
に
個
入
の
善
を
犠
牲
に
供
す
る
の
論
理
な
る
を
藩
命
せ
る
ス
ペ
ン
ず
葺
の
個
人
主
義
は
軍

　
當
で
な
い
、
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
膿
。
然
る
に
、
こ
の
子
7
・
實
プ
γ
の
修
正
読
を
も
、
な
ほ
不
充
分

　
な
ら
，
と
し
、
倫
理
學
と
進
化
論
と
の
直
接
酌
結
合
を
ば
全
く
不
可
と
な
し
、
倫
理
學
を
ば
弁
化
論
ま

　
ゆ
分
離
す
る
こ
と
に
よ
み
て
、
ス
ペ
ン
ず
書
、
及
び
ス
テ
イ
窓
プ
ン
の
読
を
ば
改
善
せ
ん
『
と
・
せ
し
竜
の



億
、
郎
ち
か
の
ハ
ッ
ク
ス
”
レ
f
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
働
ハ
ッ
ク
ス
ン
⊥
鵠
省
巳
Φ
ざ
ド
Q
。
誤
山
Q
。
謡
6
）

　
彼
は
千
八
百
九
十
四
年
の
　
国
§
麗
Φ
ω
ピ
Φ
簿
霞
。
に
嘗
て
、
蓬
化
論
に
就
き
て
論
じ
、
而
て
そ
の
結
論

に
於
て
、
進
化
論
と
倫
理
感
と
の
關
係
に
和
し
て
次
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。
即
ち
進
化
論
に
基

き
て
は
、
決
隔
て
倫
理
學
は
成
立
し
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
膚
然
界
に
於
て
は
、
か
の
優
勝
劣
敗
と
い

ふ
進
化
論
上
の
原
理
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
溢
徳
界
に
於
て
は
、
却
っ
て
之
と
反
勢
に
、
同
情
同
威
と

い
ふ
こ
と
に
よ
う
て
道
徳
は
、
全
う
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
倫
理
學
は
直
接
に
は
準
化
論

の
墓
礎
の
上
に
立
つ
こ
と
は
出
來
諏
、
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
か
く
て
彼
れ
以
後
、
一
般
に
進

化
論
め
立
脚
地
ま
ム
し
て
、
倫
理
を
論
ず
る
も
の
は
、
雰
常
に
少
く
な
り
、
從
っ
て
豆
油
の
進
化
論
的

倫
理
學
は
、
殆
ど
行
詰
う
の
姿
と
な
σ
禿
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
吾
人
は
、
今
こ
こ
に
暫
く
眼
を
韓
、

じ
て
、
か
の
功
利
涙
の
経
験
的
學
風
に
反
抗
し
濁
逸
哲
學
を
ば
、
と
ウ
入
る
る
こ
と
に
よ
り
て
、
そ
の

短
慮
を
補
は
冗
と
せ
る
、
英
爾
薪
カ
ン
ト
蕨
の
倫
理
感
誰
に
グ
き
て
概
観
し
や
5
と
思
ふ
の
で
あ

る
。

コ藪工

　
前
轍
毛
述
べ
喪
る
如
く
、
英
國
‘
に
て
は
、
第
十
九
世
紀
の
初
璽
よ
う
し
て
、
英
國
在
來
の
経
、
鹸
的
學

　
　
　
＋
九
四
舞
後
宇
に
於
け
る
倹
理
趨
睡
の
誌
面
て
、
　
　
・
、
　
　
露
㌻



　
　
　
　
　
暫
、
學
襲
、
究
、
纂
二
噺
、
一
、
魏
　
臨
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
旨
　
、
鱗
八

螺
風
に
、
不
満
足
を
威
じ
、
猫
逸
患
想
に
よ
ウ
て
、
こ
れ
、
を
補
嫉
ん
と
す
る
學
者
が
次
第
に
現
は
れ
て
來

－
　
’　
掩
。
例
へ
ば
、
交
學
者
の
方
面
に
あ
ウ
て
は
、
か
の
カ
｝
ラ
イ
ル
の
如
き
は
、
主
と
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
思

　
想
を
と
う
入
れ
て
、
功
、
利
詮
に
反
遇
し
、
取
皿
川
リ
ッ
ヂ
は
カ
ン
ト
、
ヤ
コ
ビ
の
思
想
の
熟
心
な
る
輪
入

　
者
で
あ
ウ
、
又
哲
學
者
の
側
に
あ
蚤
て
は
、
か
の
の
ミ
川
ト
ン
の
如
き
は
、
カ
ン
ト
奮
起
を
研
究
し
、
こ

　
れ
に
よ
ウ
て
蘇
國
の
常
識
哲
學
を
ぱ
、
改
造
せ
ん
と
努
め
だ
の
で
あ
る
。
而
て
倫
理
定
説
上
に
猫

　
逸
思
想
、
殊
に
カ
ン
塾
の
思
想
を
ば
と
ウ
入
れ
だ
る
學
者
の
一
人
と
し
て
吾
入
は
先
つ
か
の
ブ
ラ
．

　
1
3
レ
責
を
ば
墓
，
げ
な
け
れ
ば
な
ら
毅
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
冒
ブ
ラ
ッ
ド
ン
『
（
こ
づ
露
亀
Φ
曳
為
G
◎
黛
…
↓

　
　
彼
れ
の
倫
理
繰
上
の
著
書
に
は
、
惹
◎
臣
ぎ
籍
の
9
臼
＄
（
H
。
。
蕊
）
が
あ
る
。
彼
れ
呼
は
後
に
至
り
て
、
次
第

　
に
そ
の
思
想
に
強
化
を
生
じ
、
そ
の
後
に
出
で
た
る
9
竃
錘
8
農
爵
・
手
網
（
ド
。
。
⑪
。
。
）
に
於
て
は
、
そ
れ
・

　
が
署
る
し
ぐ
窺
は
れ
る
。
然
し
兎
に
角
彼
れ
の
こ
の
禦
三
。
鶏
σ
Q
貯
魯
＄
は
．
濁
逸
思
想
に
基
づ
き
て

　
道
徳
哲
學
を
ば
建
設
せ
ん
と
せ
る
竜
の
で
、
而
て
同
時
に
叉
乙
れ
が
、
濁
逸
暴
説
の
英
國
の
大
學
以

　
外
に
廣
ま
る
端
緒
と
な
つ
カ
、
と
云
ぷ
こ
と
は
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
耀
し
て
英
國
の
大

　
學
に
於
て
、
猫
逸
国
風
．
殊
に
カ
ン
ト
、
へ
享
ゲ
ル
、
の
思
想
を
ば
、
と
う
入
れ
て
、
英
國
固
脊
の
哲
學
と
結

　
合
し
、
ζ
れ
を
ぱ
非
常
に
深
奥
の
竜
の
た
ら
し
あ
る
竜
の
は
即
ち
グ
ソ
ー
ン
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
グ
ジ
聾
ソ
釜
影
2
篇
。
。
瀞
？
一
撃
8

　
　
彼
れ
の
著
書
の
最
竜
圭
要
な
る
の
は
、
か
の
ヒ
瓦
E
ム
垂
集
の
序
交
と
響
良
。
α
Q
c
欝
2
峯
ε
響
窪
。
・
。
◎
◎
D
G
。
。
。
し

　
と
で
あ
る
。
彼
れ
は
十
九
世
紀
後
便
に
於
て
英
國
の
學
界
に
面
し
て
、
最
も
深
大
な
る
入
格
血
忌

　
化
を
與
へ
拠
る
褒
者
の
一
人
で
あ
る
。
即
ち
音
詩
英
國
に
於
て
、
彼
れ
の
雨
風
を
継
承
せ
る
多
ぐ

　
の
人
々
は
．
凡
て
直
接
間
接
に
、
彼
れ
の
入
試
的
感
化
を
受
け
て
起
つ
た
人
々
で
あ
る
。
か
の
ミ
ェ
ア

　
審
へ
．
ド
、
マ
。
ケ
ン
ヂ
ー
等
の
如
き
皆
然
う
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
の
南
桑
は
前
に
も
蓮
べ
た
る
如

　
く
．
主
と
し
て
カ
ン
ト
、
ノ
ィ
ヒ
テ
、
へ
奮
グ
川
、
の
基
礎
の
上
に
立
つ
控
も
の
で
あ
る
。
　
從
っ
て
被
れ
の

　
學
詮
は
．
假
令
艶
等
猫
逸
哲
適
者
の
思
懇
の
直
轍
入
に
あ
ら
ず
し
て
．
充
分
こ
れ
を
は
、
熱
演
悪
露
に

　
岡
化
し
．
戯
し
て
そ
れ
の
上
に
自
家
の
見
地
を
ば
拓
き
し
恵
の
な
ウ
と
は
云
へ
、
然
し
火
膿
上
よ
う

　
言
へ
ば
、
彼
れ
の
画
風
ば
．
ど
こ
ま
で
も
猫
逸
如
上
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
纐
。
邸
ち
か
の

　
．
㌘
二
養
9
器
養
の
如
き
も
、
先
づ
最
初
に
認
識
論
を
識
き
、
次
に
茶
舗
理
に
北
ω
き
て
形
弼
上
屋
の
問
題

　
を
論
じ
で
、
心
婁
的
一
元
論
に
到
算
し
、
更
ら
に
そ
の
墓
礎
の
上
に
、
意
志
の
自
霞
道
徳
の
本
質
及
そ

　
の
駿
展
を
ば
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
彼
れ
の
倫
狸
嬢
帥
ち
霞
我
翼
翼
識
は
、
ど
こ
・
裳
で

　
も
哲
堪
的
倫
礫
學
で
あ
る
。
勿
論
彼
れ
は
，
或
部
分
に
於
て
は
，
功
利
説
を
も
認
め
て
，
こ
れ
を
ば
自

璃
己
の
學
病
中
に
と
う
入
れ
ん
と
せ
し
腱
斌
あ
麦
彼
れ
は
實
生
活
に
封
し
て
醜
多
大
の
古
豪
を

　
　
　
　
　
究
誌
後
竃
於
・
・
禽
雄
講
の
畿
建
．
　
　
　
、
　
男
・



　
　
　
　
　
鷲
済
醗
窺
・
　
第
二
Ψ
　
一
簿

娯
ぱ
有
し
、
教
育
、
毅
治
等
の
乙
Z
に
諭
し
て
も
、
籐
鼻
曲
を
叢
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
．
然
し
要
牽
穿
る
に
．

ユ

　
彼
れ
の
倫
理
説
が
、
哲
學
的
で
あ
っ
て
科
素
的
で
な
い
ど
い
ふ
敏
臨
を
有
す
る
、
と
い
ふ
ミ
と
は
事

　
實
で
あ
る
。
　
窮
し
・
て
．
乙
の
敏
賂
を
ば
縮
ひ
、
ど
こ
ま
」
で
も
、
典
國
在
來
の
経
駿
的
、
心
理
學
的
立
脚
地

　
に
立
ち
て
、
虞
我
實
現
．
設
を
ば
建
設
せ
ん
と
し
π
る
竜
の
の
繍
入
は
、
即
ち
か
の
ロ
L
ソ
ー
で
あ
る
。

　
嘩
　
　
　
　
　
　
　
　
働
資
婁
ジ
雪
（
劉
三
二
～
器
瞬
望
回
｛
＄
）

　
　
彼
は
そ
の
碧
漆
江
塗
（
峯
c
o
9
に
於
て
、
グ
リ
露
ン
と
洞
じ
く
、
晶
晶
實
現
説
を
説
い
て
居
る
が
、
然
し

　
こ
れ
を
ば
グ
ソ
ー
ン
の
劾
く
。
無
二
醜
に
論
ぜ
ず
し
て
、
蘇
國
學
風
に
墓
づ
き
、
幾
分
心
理
的
に
論
ぜ

　
ん
と
し
て
居
る
、
麟
ち
被
れ
に
よ
れ
嫉
，
人
聞
齢
本
性
に
は
、
戴
情
と
理
性
と
の
二
要
素
が
あ
る
．

　
而
し
て
艶
の
理
牲
が
、
鼠
情
を
ば
・
幽
く
征
照
し
、
統
御
し
行
く
こ
と
に
出
て
、
糞
壷
實
醗
は
発
う
せ
ら

　
る
る
の
で
あ
る
。
而
て
こ
の
彼
れ
の
思
想
と
殆
ど
潟
愚
な
る
立
蝪
に
二
二
、
、
構
か
竜
＝
癬
よ
く
猫

　
逸
學
風
と
、
英
圃
旧
風
と
の
調
和
を
は
か
ウ
得
詑
る
竜
の
は
か
鰹
ぜ
書
義
ス
・
る
ル
チ
ノ
で
あ
．
、
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
冒
マ
ア
チ
ノ
（
賦
触
超
識
賀
戴
範
脳
G
O
O
凱
i
掃
ゆ
O
O
・
）

　
　
彼
れ
の
倫
理
砂
上
の
主
蓑
は
．
鄭
ち
こ
鴇
、
望
榔
繋
急
弾
賦
。
鵡
璋
峯
。
羨
u
（
㌻
。
。
⑩
）
で
あ
る
。
彼
れ
は
元
と
、
ミ

　
鰹
の
學
説
を
ば
儒
ぜ
し
入
で
、
ミ
膨
と
は
、
少
時
よ
参
雰
常
に
毅
密
な
る
醐
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
一
齪
鶴
林
に
遊
思
し
・
て
、
か
の
｝
ン
ン
デ
ン
ベ
押
難
、
に
つ
き
て
學
び
し
結
果
、
聯
想
涙
の
學

叩



説
を
ば
不
充
分
と
し
て
、
こ
れ
を
ぱ
棄
て
主
と
し
て
濁
玉
壷
學
に
基
き
て
，
膚
己
の
倫
理
學
を
ば
打

建
て
ん
と
す
る
に
蓬
つ
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
彼
れ
は
、
動
機
に
記
し
て
ぽ
、
直
豊
読
を
と
夢
、
玉
入
の

行
学
の
動
機
に
は
、
種
々
あ
轟
て
、
各
そ
の
債
絃
を
ば
異
に
し
て
居
る
。
葡
て
苔
人
に
は
、
よ
く
此
・
等

の
動
機
の
滋
徳
的
塩
鮎
を
ぱ
直
畳
す
る
能
力
が
穿
在
す
る
。
蒲
て
こ
れ
即
ち
彼
れ
の
動
機
直
下

説
で
あ
っ
て
．
彼
れ
は
、
こ
れ
に
よ
う
て
、
よ
く
功
利
涙
の
輕
験
読
の
短
撰
を
補
ひ
ご
れ
と
直
贅
説
と

の
調
和
を
は
か
ウ
得
る
、
と
考
へ
沁
の
で
あ
る
。
最
後
に
蓮
ぶ
べ
き
は
か
の
サ
ミ
ュ
エ
摂
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
憩
ア
レ
キ
サ
’
ン
ー
タ
婁
（
レ
贈
Ψ
拷
訟
U
島
Φ
ざ
同
Q
Q
α
㊤
済
隔
、

彼
れ
に
翻
印
。
翼
9
智
薮
マ
σ
・
暴
悉
・
。
8
な
る
著
書
が
あ
る
。
而
て
彼
は
農
書
に
於
て
、
主
と

し
て
、
ス
ペ
ン
サ
要
の
進
化
論
と
グ
リ
葺
ン
圃
涙
の
猫
逸
風
の
煎
論
説
と
を
結
合
調
和
せ
ん
と
試

み
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
彼
れ
は
、
そ
の
後
に
於
て
、
主
と
し
て
形
而
上
學
蘭
問
題
の
研
究
に
没

頭
し
．
倫
理
學
に
つ
き
て
は
飴
う
論
じ
て
愁
ら
な
い
。
　
而
て
彼
れ
は
今
H
、
か
の
新
實
在
論
（
均
9
く
器
㍗

海
彰
）
に
野
し
て
、
多
大
の
毒
腺
を
有
す
る
一
入
な
う
と
貞
ら
編
…
し
て
居
る
。

1雌5

以
上
、
汐
入
は
、
か
の
蔵
膨
が
、
ベ
ジ
ザ
属
の
功
利
説
を
は
、
縫
承
登
話
せ
し
以
家
、
こ
軍
が
英
國
倫
理

　
　
　
十
九
世
紐
後
壌
鵜
於
け
る
倫
理
學
醗
ρ
薩
蓬
　
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
認
一

　
　
　
　
　
、
甑
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ



1騒雌

　
　
　
　
副
署
研
究
　
第
ニ
や
繭
蟹
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
璽
輔

學
界
に
於
て
、
如
何
な
る
験
達
を
な
し
、
叉
如
何
な
る
鍵
動
を
引
起
せ
し
か
、
而
し
て
又
英
國
萩
カ
ン

》
涙
は
、
如
何
に
し
て
起
う
、
且
つ
如
何
な
る
方
向
に
如
何
な
る
磯
達
を
な
せ
し
か
、
と
い
ふ
こ
と
に

つ
き
て
、
そ
の
概
要
を
ぱ
辿
っ
て
來
だ
と
思
ふ
。
そ
れ
故
に
吾
入
は
、
今
更
ら
に
進
み
で
佛
・
國
に
於

け
る
第
十
九
世
紀
後
患
の
倫
理
學
説
の
駿
馬
に
つ
き
て
概
観
し
て
見
た
い
、
と
思
ム
の
で
あ
る
。

第
二
　
佛
國
に
於
け
る
倫
理
學
説
の
嚢
蓬

　
一
般
に
知
ら
る
る
如
く
、
佛
國
に
て
は
、
近
世
の
初
め
、
か
の
デ
カ
ル
レ
の
如
き
哲
學
者
が
出
で
て
、

一
時
哲
學
的
研
究
が
盛
で
あ
っ
た
が
、
第
十
八
世
紀
に
至
ウ
、
英
國
の
思
想
、
殊
に
ロ
ッ
ク
、
二
噛
享
ト
ン
、
等

の
思
想
が
入
ウ
來
る
に
及
び
て
、
唯
物
論
的
思
想
が
、
次
第
に
盛
と
な
う
、
絡
に
は
極
端
な
る
唯
物
論
、

威
三
論
が
、
一
世
の
笹
蟹
を
支
配
す
る
や
う
に
な
つ
π
。
、
然
る
に
第
十
九
世
紀
の
．
初
め
に
至
ム
て
．

此
の
唯
物
論
的
學
風
に
恕
し
て
反
動
が
起
5
、
種
や
な
る
反
封
説
、
種
や
な
る
折
衷
説
が
盛
に
起
っ

て
來
差
。
而
し
て
此
等
の
中
に
於
て
最
灘
主
要
な
る
老
者
と
し
て
先
づ
暴
ぐ
べ
き
は
、
か
の
折
衷

涙
の
主
將
だ
る
、
ク
ザ
ン
、
及
び
彼
れ
の
縫
子
者
た
る
ジ
ャ
ネ
写
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ク
ザ
ン
｛
（
　
届
2
↓
ω
㎞
｝
ご
嵩
O
b
⊃
払
Q
O
⑰
5
及
び
ジ
ャ
ネ
ー
禽
2
μ
｛
誉
日
○
○
雛
占
○
り
⑩
⇔
．
）

　
7
ザ
ン
は
主
と
し
て
、
か
の
、
マ
ー
ソ
・
ゼ
ピ
ラ
ン
の
思
想
を
ば
縫
窮
し
、
こ
れ
と
．
り
穿
ド
に
始
ま
る
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蘇
醗
㊧
常
識
七
海
と
、
心
逸
哲
輿
殊
に
、
フ
ご
ク
、
シ
・
リ
シ
グ
、
へ
－
ゲ
ル
、
等
の
思
想
と
を
折
衷
し
、
心
理

學
に
基
き
て
、
そ
の
哲
學
及
倫
理
學
を
ば
建
設
せ
ん
と
し
控
懲
の
で
あ
る
。
彼
れ
に
よ
れ
は
．
古
來
・

の
下
読
は
、
そ
の
如
侮
な
る
竜
の
に
於
て
竜
、
何
か
一
つ
の
織
に
於
て
．
必
ず
心
理
上
の
墓
礎
を
有
し

て
居
る
。
從
っ
て
心
理
學
、
及
び
哲
學
更
は
、
必
ず
凡
て
の
哲
學
の
墓
礎
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
濃
。

葡
て
こ
の
彼
れ
の
折
衷
読
を
ば
飯
島
費
激
し
、
紛
栄
転
上
に
簸
て
、
カ
ン
ト
の
形
式
論
と
、
英
國
の
功

利
詮
と
を
ば
調
和
し
、
一
種
の
完
全
説
を
謡
い
π
も
の
は
、
か
の
、
ジ
ャ
ネ
｝
で
あ
る
。
彼
れ
に
よ
れ
は

人
指
の
目
的
は
、
入
試
の
完
全
と
い
ふ
こ
と
で
あ
う
、
人
性
の
完
全
ぽ
入
間
の
活
動
力
を
は
、
出
來
得

る
だ
け
、
充
分
に
．
登
下
せ
し
む
る
こ
乏
に
よ
少
て
全
う
せ
ら
れ
る
。
　
而
し
て
此
等
の
折
衷
説
は
、
以

後
永
く
、
佛
國
の
官
學
と
し
て
探
話
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
つ
π
。
思
ふ
に
、
こ
は
．
芸
談
佛
國
に
は
、
種

々
蕪
罪
な
る
信
仰
あ
ム
て
政
府
は
そ
の
統
一
に
苦
あ
る
よ
り
、
比
較
的
雲
竜
よ
く
一
般
に
認
め
ら

れ
易
き
か
の
折
衷
詮
を
と
ウ
、
之
に
よ
ウ
て
、
此
等
種
々
な
・
る
思
想
、
信
仰
を
ば
統
一
せ
ん
と
し
・
た
る

に
よ
る
の
で
あ
ら
，
。
然
る
に
、
乙
の
折
衷
説
は
、
又
二
方
面
よ
ウ
し
て
、
罪
な
る
反
封
を
受
け
陀
。
●

即
ち
そ
の
一
は
、
カ
ン
｝
學
涙
よ
り
の
二
二
で
、
他
は
コ
ム
ト
學
涙
よ
み
の
攻
撃
で
あ
る
。
　
失
し
、
て

　
　
　
　
　
　
が

前
者
の
代
表
者
は
か
の
ル
ヌ
ゼ
エ
で
あ
る
。

、
、
　
　
　
　
　
　
　
働
ル
女
ゼ
～
エ
、
（
鶉
。
ご
○
月
三
建
脳
㏄
罵
長
じ
◎
c
。
）

　
　
　
　
、
｝
九
世
紐
後
牛
に
於
け
る
倫
理
撃
側
め
獲
鷲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
五
三



　
　
　
　
　
欝
・
磯
．
麟
究
　
舞
．
こ
も
、
一
、
號
　
　
　
・
　
・
　
　
　
、
　
　
㌣
　
　
　
　
　
犀
瞳

輔
　
、
彼
れ
の
倫
理
學
上
の
主
要
覆
る
著
｛
資
は
臥
酸
α
蚤
る
①
才
識
宏
。
乏
。
汽
謎
＄
）
で
あ
る
◎
彼
は
肖
ら
薪
カ

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
ン
ト
涙
と
樽
レ
篇
方
地
連
の
折
裏
詮
に
反
饗
す
る
と
同
時
に
．
他
方
コ
瓜
ト
の
實
謹
論
に
鳩
反

　
饗
し
だ
。
而
て
認
識
論
上
に
て
は
、
カ
ン
ト
の
物
黒
子
の
概
念
を
ば
排
斥
し
、
倫
理
學
上
に
て
は
ふ
人

　
格
主
義
を
と
う
、
叉
自
由
意
志
を
ば
主
張
し
だ
。
次
に
叉
か
の
ジ
ャ
ネ
蓬
の
思
想
中
に
存
す
る
掴
人

　
主
義
的
傾
向
に
反
封
し
て
起
鉱
し
も
の
は
、
郎
ち
ロ
ム
ト
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
コ
ム
ト
、
（
O
。
良
Φ
“
嵩
り
。
。
高
。
。
量

　
　
彼
は
初
め
倫
理
學
を
ぱ
、
堅
め
重
要
親
し
な
か
つ
陀
が
、
然
し
そ
の
晩
年
に
至
ウ
て
は
、
非
常
に
こ

　
れ
を
ば
重
親
し
、
倫
理
學
を
ぱ
、
萬
學
中
に
於
け
る
最
絡
の
學
な
う
、
と
絶
す
に
至
つ
だ
。
即
ち
彼
れ

　
は
晩
年
に
於
て
、
鱒
愛
を
以
て
倫
理
上
の
根
本
圭
義
と
な
し
、
而
て
、
入
筆
登
蜷
の
幸
顧
及
び
進
歩
を

　
ば
臼
的
と
す
る
、
こ
の
倫
理
読
を
ぱ
移
し
て
、
一
種
の
實
謹
的
宗
敏
蔀
ち
彼
の
所
謂
人
類
教
な
る
も

　
の
を
ば
立
つ
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。
此
涙
に
厩
す
る
多
く
の
學
春
は
佛
國
の
折
衷
派
に
強
く

　
反
甥
し
た
の
で
あ
る
、
｛
彼
に
次
で
．
搾
出
忌
す
べ
き
は
、
か
の
フ
置
イ
エ
　
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
刷
フ
書
イ
ェ
・
蕊
（
屑
C
㌶
凱
O
全
回
G
O
唄
Q
つ
…
岡
津
緯
）

　
　
彼
れ
の
倫
理
言
上
の
箔
置
を
ば
、
『
霞
網
論
と
決
定
論
』
（
継
巳
…
滞
哩
欲
容
罫
亀
甲
。
塾
長
霞
弩
5
竪
ぎ
）
と
云

　
憐
。
破
れ
ば
、
観
念
力
、
（
H
血
塾
乱
．
蓉
豊
と
い
ふ
制
外
を
と
ウ
家
6
て
心
理
學
、
哲
學
倫
理
學
を
ば
読
炉



疫
學
者
で
あ
る
。
彼
は
右
の
書
に
於
て
、
古
來
唱
道
し
摩
ら
れ
し
が
麟
き
．
維
封
的
灘
由
と
云
ふ
撫

き
こ
と
は
、
勿
論
不
可
で
あ
る
が
、
然
し
、
走
る
意
味
に
於
て
燧
霞
と
い
ぶ
こ
と
は
、
必
ず
こ
れ
を
認
容

し
な
け
れ
ば
な
ら
毅
．
と
説
い
て
居
る
。
而
て
又
そ
の
『
現
代
稔
理
膿
系
の
四
馬
』
（
掌
騨
5
蓼
（
ぽ
・
・
弧
Q
蕎

一
｛
鰹
ご
＄
審
管
曇
話
（
・
っ
艮
⇔
岬
三
｝
鼻
戸
ぎ
。
。
藁
⑳
Q
D
Q
◎
）
に
於
て
は
、
主
と
し
．
て
、
ス
ペ
ン
サ
婁
の
倫
理
説
を
ば
批
評
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

て
居
る
。
衣
に
蓮
べ
な
け
れ
ば
な
ら
根
の
は
．
か
の
ギ
ュ
鴇
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
・
　
　
㈲
ギ
ュ
響
一
（
Ω
ξ
姦
漏
G
。
q
幣
冨
。
。
ご

　
ギ
ュ
ヨ
蓄
は
夏
ら
に
一
歩
を
す
㌧
め
て
、
除
程
ス
ペ
ン
サ
蔭
の
立
脚
地
に
接
近
し
、
生
命
の
籏
張
と

い
ム
こ
と
を
以
て
倫
理
上
の
原
．
期
と
爲
さ
ん
と
し
た
。
即
ち
蓮
徳
の
原
理
は
，
人
悶
の
生
命
を
ば
、
、

首
な
彦
芝
㊦
に
竜
、
蟹
充
駿
心
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
次
げ
れ
ば
な
ら
濃
、
と
圭
張
す
る
の
が
．
彼
れ
の
回

読
の
要
旨
で
あ
る
り

　
以
上
は
、
第
十
九
世
紀
下
心
に
於
け
る
歳
歳
倫
理
學
読
の
磯
逮
の
概
概
で
あ
る
。
練
士
は
最
後

に
、
翼
ら
に
此
の
期
聞
に
於
け
る
猫
逸
の
倫
…
理
思
潮
の
趨
勢
を
ば
瞥
見
し
揃
い
と
患
ふ
。

第
三
　
猫
逸
に
於
け
る
倫
理
癖
詮
の
嚢
蓬

聯
爵
に
も
蓮
べ
た
る
如
一
・
春
心
猫
穆
謎
て
は
、
倫
冠
座
ば
主
と
し
て
哲
學
の
一
都
と
し
て
論
ぜ

　
　
　
　
　
＋
九
髄
柵
後
雫
に
於
け
る
　
罎
旧
説
の
嚢
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
慨
識

、



　
　
　
　
　
欝
學
碍
、
‘
雀
　
　
第
二
十
一
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
，
　
五
六

麟
ら
れ
、
濁
立
の
科
學
と
し
て
の
倫
理
學
ぱ
殆
ど
現
は
れ
て
居
な
い
．
、
然
る
に
纂
＋
二
世
に
及
び
て
、

　
英
闘
の
影
魏
を
憂
け
．
t
次
纂
に
倫
理
學
を
ぱ
猫
立
り
學
と
し
て
取
扱
ば
ん
と
す
る
擾
陶
が
灘
は

　
れ
て
三
二
．
彌
し
て
死
の
倫
理
學
の
科
學
豹
研
究
と
い
ぶ
傾
向
は
幾
分
か
の
ハ
ル
ト
マ
ソ
、
に
於

　
て
見
串
す
こ
と
が
出
來
ち
と
患
ぷ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
ゆ
ハ
ル
き
マ
ン
、
窮
爪
髪
9
量
困
ご
お
踏
山
…
…
〔
W
O
し

　
　
彼
れ
の
旛
理
學
読
は
、
主
と
し
て
そ
の
薯
、
Q
讐
門
門
奮
｛
州
亀
。
｛
こ
・
。
臼
。
二
津
ぎ
嘗
。
影
・
訂
ρ
に
於
て
、
窺
ム

　
こ
と
が
出
蘂
る
。
此
の
書
は
、
大
膣
に
於
て
二
部
に
分
か
れ
て
居
る
，
郎
ち
第
一
は
、
似
蒲
雰
滋
徳

　
麟
意
識
｛
∵
ゴ
汽
算
茎
高
？
ご
｝
（
“
冒
事
業
｝
o
蟹
。
多
・
湊
融
醒
。
㎞
三
の
論
で
、
乙
れ
に
於
て
は
、
主
と
し
ビ
、
、
利
己
的
機
而
雰
道

　
徳
即
ち
蛍
篭
醗
幸
学
説
と
．
他
律
絢
鋭
弼
非
道
無
勢
弾
力
論
と
が
批
評
せ
ら
れ
て
懇
る
。
第
二
は
、

　
眞
正
な
る
道
、
徳
的
意
識
の
論
で
こ
れ
に
あ
ム
て
は
、
主
と
し
て
、
道
徳
の
動
機
、
邸
主
親
的
等
等
療
琿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
と
、
道
徳
の
撚
的
野
客
槻
的
道
徳
原
理
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
而
て
彼
に
よ
れ
ば
、
滋
徳
の
蔑
酌

　
は
、
働
界
の
秩
序
を
認
め
、
こ
れ
を
ば
＞
7
0
ご
σ
と
な
し
、
こ
れ
に
合
同
す
る
こ
と
に
あ
る
。
而
て
彼

　
れ
は
叉
そ
の
研
究
法
に
於
て
、
從
凍
の
獅
逸
哲
學
と
異
ウ
、
多
少
靴
墨
的
方
法
を
ば
加
期
し
て
、
牟
哲

　
學
的
、
孚
科
學
麟
の
態
度
に
よ
ら
て
、
倫
理
學
を
ば
研
究
し
、
幾
分
野
立
の
學
と
し
て
、
纏
れ
を
取
扱
は

　
五
と
し
て
居
る
の
が
児
ら
れ
る
。
織
し
て
こ
の
態
度
を
ば
更
に
徹
底
し
ど
こ
裟
で
史
科
學
蘭
倫



　
理
學
の
建
設
の
必
要
と
い
ム
こ
と
を
主
張
し
疫
の
は
、
か
の
ギ
ッ
チ
キ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
ギ
ッ
チ
キ
、
（
（
窯
塁
。
箕
歪
窯
↓
　
　
　
　
　
　
「

　
　
彼
は
、
英
國
風
の
學
者
で
、
一
種
の
幸
島
設
を
ば
主
張
し
だ
。
嘗
て
彼
れ
の
著
Q
套
藁
箒
つ
；
o
鳥
璽
・
篶
㌣

　
裡
二
（
δ
G
。
。
。
）
は
、
全
く
雪
雲
、
宗
教
を
は
な
れ
た
番
倫
理
學
書
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
堕
ち
彼
れ
は
扁

　
生
、
科
學
的
倫
理
學
と
い
ム
太
と
を
ぱ
力
説
高
調
し
、
哲
學
に
立
脚
せ
る
二
士
在
來
の
倫
理
學
を
ば

　
罪
常
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
に
し
て
高
階
に
於
て
、
倫
理
学
を
ぱ
、
猫
立
の
科
學
と
し

　
て
論
ず
る
傾
向
は
次
第
に
盛
と
な
っ
て
’
家
か
。
而
て
そ
の
申
に
あ
っ
て
最
竜
偉
大
漏
る
も
の
は
、

　
言
ふ
ま
で
慈
家
く
か
の
ゲ
ン
㍗
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酷
回
ザ
ン
ト
、
（
謡
戸
葺
鳥
計
周
師
W
㏄
山
↓

　
　
彼
の
倫
理
學
上
の
主
著
は
図
馬
鐸
P
Q
。
G
。
9
で
あ
る
。
彼
れ
は
、
既
の
書
に
於
て
先
づ
凡
て
科
學
を

　
ぱ
、
説
明
的
勢
至
と
、
規
範
鱈
門
馬
と
に
大
幣
し
、
而
て
、
倫
理
學
を
ば
、
規
範
的
科
學
と
な
し
て
、
こ
れ
を

　
ば
哲
學
よ
参
し
て
軍
立
せ
し
あ
．
、
列
し
て
叉
そ
の
研
究
法
に
於
て
も
、
倫
理
學
は
軍
に
愚
奨
的
方
法

　
の
み
に
て
は
不
可
で
あ
る
、
こ
は
如
弼
に
し
て
竜
馬
験
的
方
法
を
も
合
せ
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
、

　
と
主
張
し
て
居
る
。
彼
れ
の
倫
理
學
は
大
呼
に
於
／
．
四
部
に
分
れ
て
居
る
。
墜
ち
第
一
ば
、
道
徳

酒
興
生
活
の
事
實
第
二
ほ
、
道
徳
的
世
界
槻
の
登
算
第
三
は
道
徳
の
原
理
第
四
は
、
道
徳
的
難
病
即
ち

　
　
　
　
　
浄
九
轍
恕
後
俘
に
於
け
る
訟
理
學
説
の
嚢
撃
　
、
　
　
　
　
　
・
馨



エ櫛2

　
　
　
　
欝
一
聯
、
驚
　
．
飾
㎝
、
｝
季
一
鷺
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
灘
へ

道
億
的
原
理
の
實
際
的
適
用
で
あ
る
。
而
て
こ
れ
、
よ
β
見
る
も
、
彼
れ
の
傭
理
學
研
究
の
態
度
が
、

章
程
從
來
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
居
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
次
に
叉
内
容
の
方
面
よ
う
見

る
竜
、
彼
れ
ぱ
、
因
果
律
を
ば
、
物
質
的
の
竜
の
と
精
紳
的
の
も
の
と
に
分
ち
、
こ
れ
に
よ
ウ
て
霞
由
意

志
の
問
題
を
ば
読
遂
せ
ん
と
せ
る
が
如
き
、
又
滋
徳
的
概
念
の
離
源
に
っ
き
て
も
、
．
彼
れ
は
そ
の
内

面
的
要
素
と
共
に
外
面
的
要
素
即
澄
會
酌
要
素
と
い
ム
こ
と
を
ば
重
堅
し
、
寛
徳
朗
翰
令
綜
．
此
等

内
外
細
蟹
藏
に
そ
の
根
源
を
，
有
す
と
し
て
。
か
の
勘
定
の
先
天
説
と
経
験
説
と
を
ば
調
和
せ
ん
と

せ
る
が
如
き
、
叉
溢
徳
の
標
準
と
い
ふ
こ
と
に
就
き
て
恵
、
籐
馬
事
會
麟
要
素
を
ぱ
重
麗
し
、
滋
徳
の

騒
的
は
人
顛
垂
垂
の
生
活
の
向
上
嚢
展
に
あ
垂
、
と
な
ぜ
る
が
、
如
き
、
ど
こ
ま
で
竜
倫
理
學
を
ば
科

學
と
し
て
取
扱
ぽ
ん
と
せ
る
趣
旨
が
窺
は
る
る
の
で
あ
る
。
然
し
彼
れ
の
こ
の
科
學
凶
倫
理
學

は
、
露
命
一
般
の
學
者
聞
に
は
、
除
壺
容
れ
ら
る
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
、
が
兎
に
角
彼
れ
の
此
の
書

は
、
鞭
近
の
濁
逸
倫
理
學
書
中
ぼ
於
て
簸
窓
注
昌
す
べ
き
書
の
一
面
あ
る
。
而
て
彼
れ
に
次
で
科

學
的
立
脚
地
に
立
て
る
紛
理
學
者
と
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
か
の
バ
ウ
ア
ぜ
ン
、
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
倒
パ
ゥ
川
ぜ
ン
角
≧
詩
窪
し
G
。
一
山
8
G
。
）

　
彼
れ
の
愈
理
學
書
ぱ
，
即
ち
難
Q
笠
懸
霧
三
霧
肇
露
囲
＾
◎
。
。
。
。
ご
で
、
ζ
れ
は
『
倫
理
學
大
系
』
と
し
て
、
我
國
に

も
徹
癒
せ
ら
れ
て
居
　
。
彼
れ
の
こ
の
書
竜
、
か
の
ヴ
ン
駆
の
倫
理
學
と
同
じ
く
、
科
撃
的
．
に
鍮
理



　
問
題
を
ば
論
究
ぜ
ん
と
試
み
だ
者
で
、
郎
先
づ
最
初
は
、
濫
徳
的
生
活
と
、
滋
徳
撃
の
幽
艶
と
を
蓮
ぺ

　
次
に
倫
理
學
の
哲
學
的
及
心
理
學
的
基
礎
を
論
じ
、
最
後
に
徳
論
及
本
務
論
に
つ
き
て
蓮
べ
て
居

　
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
倫
理
學
の
動
的
は
、
第
一
に
人
生
の
鷲
的
、
郭
ち
最
高
警
を
ば
規
定
し
、
次
に
是
が

　
實
現
の
方
法
を
ゆ
論
究
す
る
と
い
ふ
事
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
倫
理
學
は
ど
こ
嚢
で
も
理
論
蘭
科

　
學
に
あ
ら
ず
し
て
、
宗
論
的
科
學
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
次
に
研
究
法
に
就
き
て
は
，

　
．
凡
そ
研
究
法
に
は
二
品
あ
る
。
　
一
は
麟
ち
合
幾
酌
研
究
法
で
、
他
は
経
験
酌
研
究
法
で
あ
る
。
而

　
て
萌
藩
は
主
と
し
て
数
學
の
研
究
法
で
、
倫
…
灘
學
は
主
と
し
て
後
者
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
と
二
等
し
て
居
る
。
而
て
最
後
に
注
意
を
値
ひ
す
る
の
は
、
か
の
ジ
ム
メ
ル
の
総
理
設
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
冒
ジ
ム
メ
ル
、
（
難
縫
に
昌
琶
①
ポ
固
o
O
鍬
Q
O
J
）

　
　
彼
れ
に
は
、
．
図
繭
乙
魚
導
嶺
ぎ
衡
。
炉
短
a
．
…
島
乱
誘
。
ご
皇
嗣
夢
騨
瓜
。
。
①
巴
里
農
ゆ
〉
な
る
著
者
が
あ
る
。
彼
は
從
寒
の
倫

　
全
勝
は
、
多
く
そ
の
概
念
が
不
明
瞭
な
れ
ば
こ
れ
を
ぱ
憎
め
充
分
明
か
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な

　
ら
澱
、
と
な
し
、
先
づ
倫
理
學
上
の
諸
概
念
の
規
定
と
い
ふ
ζ
と
に
饗
し
て
努
力
し
て
屠
る
。
講
て

　
彼
の
倫
理
學
は
、
か
の
シ
ヂ
鳳
ヰ
ソ
ク
の
そ
れ
の
如
く
、
主
と
し
て
畿
魏
酌
の
添
、
の
で
あ
る
が
、
然
し
建

　
設
的
の
腱
も
な
い
で
は
な
い
、
彼
に
よ
れ
ば
滋
徳
の
鶉
簸
は
、
入
生
最
藩
の
二
二
騨
。
欝
を
ば
沸
鼠
現
す

㈱
る
k
あ
る
。
即
あ
ら
ゆ
藁
難
薫
薯
怨
ぴ
て
冨
來
得
懸
け
響
且
つ
多
方
爾
に
入
性
を
興

　
　
　
　
　
酔
乎
九
世
紀
後
牟
に
於
け
る
倫
理
學
読
ゆ
臓
滋
　
、
’
　
．
遣
　
　
　
　
　
　
蹴
九
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薪
悶
　
撫
解
　
　
鷹
桝
　
卿
為
　
、
　
醗
騨
」
一
　
十
　
　
一
　
曲
辮
騨
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
（
）

活
動
せ
し
む
る
に
あ
る
、
と
説
き
で
，
か
の
佛
「
國
の
ギ
ュ
『
ヨ
等
に
近
き
説
を
ぱ
蓮
べ
て
居
る
。
　
紛
ほ
、

彼
れ
の
外
に
、
二
「
ー
チ
蹟
の
思
想
の
如
き
竜
倫
理
學
説
上
大
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
に

最
近
の
こ
と
に
亘
る
を
以
て
こ
こ
に
は
路
す
る
こ
と
と
す
る
。

結
　
論

　
上
挙
隅
人
け
英
佛
猫
に
於
け
る
、
十
九
働
事
下
和
の
倹
理
髪
説
瑳
態
の
大
要
を
ば
、
順
弐
辿
っ
て
、

來
π
の
で
あ
る
が
、
今
最
後
に
、
此
等
発
墨
を
ぱ
総
賎
し
て
、
少
し
く
、
自
ら
の
威
想
を
述
べ
て
見
π
い

と
思
ぷ
。

　
先
づ
第
一
に
、
注
意
を
要
す
る
乙
と
は
爽
佛
猫
の
倫
理
學
設
が
そ
れ
ぞ
れ
各
寅
の
特
色
を
ば
、
有

し
て
居
る
、
と
い
ム
こ
と
で
あ
ろ
。
即
ち
英
國
の
倫
理
學
は
、
か
の
ホ
・
ブ
ス
以
來
、
主
と
し
て
心
理
學

に
基
づ
き
て
経
験
的
、
即
納
的
、
に
研
究
せ
ら
れ
來
つ
だ
の
で
、
即
ち
経
験
酌
心
理
的
と
い
ふ
こ
と
が

そ
の
特
色
で
あ
る
。
而
か
も
そ
の
心
理
説
の
不
完
全
な
る
よ
ウ
し
て
、
多
く
は
快
風
説
、
皿
は
蘇
國

風
の
常
識
的
直
豊
読
に
了
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
カ
の
で
あ
る
。
葡
て
こ
の
経
験
的
野
理
説
に
不

満
足
を
醸
じ
、
猫
逸
哲
學
を
ば
と
う
入
る
る
こ
と
に
よ
ウ
て
倫
理
學
の
心
理
學
釣
基
礎
の
み
な
ら

ず
そ
の
哲
羅
酌
墓
礎
を
竜
確
立
せ
義
と
し
た
る
か
の
英
國
新
カ
ン
ト
涙
の
如
き
も
、
前
述
の
如
く
、



　
決
し
て
猫
逸
思
想
の
直
底
入
に
は
あ
ら
ず
し
て
．
ど
こ
ま
で
も
こ
れ
を
ば
、
雨
露
鋳
る
英
隅
の
學
風

　
に
同
化
せ
し
あ
ん
と
努
め
、
π
と
い
ム
こ
と
は
事
宜
凶
㌧
あ
る
。
蒲
し
て
叉
か
の
ス
ペ
ン
サ
「
に
よ

　
う
て
大
成
せ
ら
れ
し
…
進
化
論
的
倫
理
學
は
、
か
の
ス
テ
イ
多
プ
ン
、
ハ
。
ク
ス
レ
葺
に
至
ウ
て
全
く
行
詰

　
う
、
今
臼
に
て
は
、
此
の
立
脚
地
に
立
で
る
倫
理
學
者
は
殆
ど
な
い
と
言
っ
て
、
も
よ
い
が
、
然
し
さ
ウ

　
と
て
…
進
化
論
そ
の
も
の
に
…
封
ず
る
思
想
は
、
決
し
て
溝
滅
せ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
こ
は
廣
く
一
般
に

　
普
及
し
、
こ
れ
に
甥
し
て
、
か
の
シ
ヂ
ェ
ヰ
ッ
ク
あ
如
く
冷
淡
の
態
度
を
と
る
竜
の
は
、
叉
殆
ど
無
い
と

　
言
っ
て
竜
．
云
い
の
で
あ
る
。
，
択
に
沸
國
に
於
け
る
倫
理
學
説
の
特
色
は
、
一
言
に
し
て
、
之
を
養
せ

　
ぱ
、
二
二
的
、
と
い
ふ
こ
と
が
出
量
る
と
患
ぷ
。
　
而
し
て
此
の
証
會
的
方
面
の
重
親
と
い
ふ
こ
と
は
、

　
主
と
し
て
、
か
の
コ
ム
ト
の
學
説
の
、
影
響
に
墓
け
る
も
の
で
あ
る
。
今
翻
っ
て
此
の
佛
國
の
倫
理

　
學
説
と
英
國
の
そ
れ
と
の
關
係
を
ば
考
ふ
る
に
、
佛
國
は
鳥
影
よ
吊
し
て
、
そ
の
心
理
學
及
進
化
論

　
の
思
想
を
と
ウ
入
れ
、
こ
れ
に
よ
ウ
て
影
響
せ
ら
れ
し
こ
と
大
な
う
し
に
鋤
し
．
悪
言
は
佛
國
よ
ウ
％

　
し
で
、
祉
會
的
要
素
の
重
観
と
い
ふ
乙
ど
を
ば
學
ん
で
居
る
。
　
家
に
濁
逸
の
倫
理
學
は
萌
述
の
如

　
く
、
從
來
主
と
し
て
哲
學
的
の
も
の
の
み
な
ウ
し
が
、
十
九
世
紀
後
牟
に
至
う
て
、
こ
れ
を
ば
脛
験
的

　
に
科
學
と
し
て
打
建
て
ん
と
す
る
こ
と
が
、
か
の
ハ
川
ト
マ
ソ
、
ギ
ッ
チ
キ
、
等
に
ょ
う
て
試
み
ら
れ
、
こ

獅
は
ザ
ン
・
・
メ
シ
ア
ぜ
ン
等
に
よ
ゆ
て
或
る
鮎
ま
で
登
う
せ
ら
れ
カ
。
略
し
て
二
倫
理
學
の
科

　
　
　
　
　
テ
九
世
艶
後
寧
《
於
け
る
倫
理
、
箪
醗
の
嚢
趨
・
　
　
　
　
　
　
、
囁
　
轟
£



　
　
　
　
鍵
繊
、
研
癩
　
辮
、
二
三
一
骸
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
穴
二

墨
守
研
究
、
む
い
ぶ
こ
と
は
、
英
異
説
灘
學
の
影
謹
と
い
ぶ
乙
と
が
興
つ
で
カ
が
あ
る
と
雷
っ
て
竜

よ
い
。
然
し
廃
れ
と
瞬
時
に
翠
黛
は
隠
逸
よ
参
し
て
そ
の
理
想
主
義
の
望
事
「
を
ば
輸
入
し
て
、
ζ

れ
に
よ
ウ
て
、
鷺
己
の
経
験
的
學
風
の
手
圧
を
補
は
ん
と
せ
し
こ
と
は
、
誌
蓮
の
如
く
で
あ
る
。
次

、
に
猫
佛
相
互
の
繭
係
を
見
る
に
、
佛
閥
に
て
は
、
》
の
ク
ず
ン
、
ジ
ャ
ネ
ー
、
等
の
折
亥
涙
，
及
び
ル
ヌ
ゼ
晶

等
の
新
カ
ン
レ
涙
あ
う
て
、
骨
筆
濁
逸
強
暴
の
影
響
を
受
け
て
諮
る
が
然
し
こ
れ
は
、
英
國
に
於
け

る
程
深
大
で
は
黒
い
。
而
し
て
猫
逸
の
佛
國
よ
今
受
け
纏
る
影
響
の
薯
る
し
き
も
の
は
殆
ど
無
’

い
と
言
っ
て
も
よ
い
。
第
二
に
研
究
法
に
つ
き
て
考
ぶ
る
に
、
倫
理
學
は
、
外
釜
の
如
く
、
英
、
佛
、
獅
、
三

園
を
逼
じ
て
．
思
辮
的
、
哲
學
酌
よ
5
し
て
、
次
第
に
、
群
羊
的
、
批
巽
的
と
な
ウ
、
叉
常
識
納
倫
理
學
よ
蚤

し
て
、
漸
次
に
歴
史
紛
倫
理
學
の
方
に
移
行
っ
て
居
る
。
篤
し
て
之
と
共
に
倫
理
學
説
そ
、
の
竜
の
・

も
、
郵
程
調
和
的
－
漕
し
な
套
、
即
ち
鞍
接
濁
よ
凝
し
て
建
設
醜
と
な
っ
て
融
々
の
で
あ
る
。
衣
に
叉
從

來
、
倫
理
は
、
多
く
不
養
賄
の
も
の
、
固
定
納
の
竜
の
と
見
ら
れ
寒
つ
た
が
、
一
般
學
術
の
違
歩
、
殊
に
生

物
學
、
醗
會
學
の
農
達
と
典
に
．
撹
徳
の
農
騰
と
い
ふ
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
、
從
っ
て
、
薄
徳
は
次
第
に

登
生
的
に
研
究
せ
ら
る
る
様
に
な
つ
授
、
　
吏
ら
に
旧
事
徳
に
封
ず
る
見
方
に
於
て
も
、
是
迄
ば
、
道

徳
、
宗
轍
、
藝
術
、
政
治
、
経
濟
等
と
、
各
自
範
幽
を
分
ち
て
考
察
せ
ら
れ
し
が
、
近
隠
に
．
至
う
、
此
等
を
ぱ
、
凡

て
入
舞
活
動
の
磯
魏
と
見
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
豊
凶
て
道
徳
細
意
廉
が
認
め
ら
れ
、
從
て
道
徳
の
見



方
が
．
從
摩
よ
ウ
も
蝕
馨
擾
質
せ
ら
れ
て
來
溢
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
倫
灘
學
の
内
容
、
即
ち
倫
理
學

の
問
題
に
つ
き
／
・
考
ふ
る
に
、
繍
方
に
於
て
、
掴
入
納
這
徳
と
い
ふ
こ
と
よ
ら
し
て
、
次
第
に
醗
會
三

富
徳
と
い
ぶ
こ
と
に
移
り
行
き
、
他
方
に
於
て
、
從
馨
の
倫
理
學
上
の
圭
要
闘
題
な
う
し
、
善
悪
の
標

準
と
い
ふ
こ
と
は
．
馬
事
に
、
入
生
の
最
高
野
禽
即
ち
最
高
善
は
何
ぞ
や
、
と
い
ふ
問
題
に
推
移
し
て

行
っ
た
の
で
あ
る
ゆ
此
の
如
く
に
し
て
、
是
迄
動
駕
す
れ
ば
、
暫
學
、
宗
敏
、
紳
學
の
一
部
と
し
て
研
究

せ
ら
れ
勝
ち
な
参
し
女
難
學
鉱
弐
第
に
此
等
よ
熟
し
て
分
離
し
．
蒲
て
こ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
を
ば
、

ど
こ
懐
で
竜
、
歴
史
．
酌
及
び
現
實
的
の
薩
會
生
活
よ
ら
し
て
研
究
し
．
興
の
意
味
の
科
學
鮪
．
倫
理
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
ば
建
設
す
る
と
い
ふ
頼
向
が
著
る
し
く
現
は
慰
て
壌
π
の
で
あ
．
る
。
然
ら
ば
此
等
の
傾
向
を
、

將
來
果
し
て
惣
劔
な
る
飛
動
に
．
如
何
な
る
駿
達
を
な
し
行
く
で
あ
ら
5
か
。
こ
は
饒
程
重
大
な

る
岡
題
ぞ
、
こ
こ
に
充
分
こ
れ
を
は
訂
論
ず
る
暇
を
点
4
3
し
な
い
。
そ
れ
赦
に
、
こ
は
暫
く
後
証
の
機

愈
に
譲
う
、
今
は
権
だ
以
上
の
如
く
、
千
八
再
五
十
年
頃
よ
う
し
て
千
九
百
年
頃
に
至
る
約
孚
澄
紀

問
の
、
英
佛
漏
の
倫
理
論
説
直
達
の
概
要
を
ば
蓮
ぶ
る
に
並
め
て
置
く
歳
霜
で
あ
る
。
（
完
）
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ナ
九
灘
．
紬
後
単
に
於
紗
惹
倫
遡
難
溌
の
焚
慧
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